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市の人口
328,836人

122,865世帯

（13.8.1現在）

主な内容�＊�＊�

市内３カ所で防災訓練／
節水にご協力を�
�生涯学習ボランティアを
募集／安全安心まちづく
りの標語とポスター募集�

特集「レイソルを支える
裏方さんのお仕事」�
�情報館（講座・講演、お
知らせほか）
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

文
化
課
文
化
財
担
当

と き �
ところ�
交 通 �

三匹獅子舞を見に行こう！�
8月16日�午後4時ごろから 
西光院境内（篠籠田1214） 
柏駅西口から松ケ崎循環・高田車庫・
柏の葉公園・国立がんセンター行きバ
スで「三間」下車、徒歩5分 

※「獅子送り」は、8月18日�午後5時半ごろ
　から行われます（荒天の場合は中止） 

柏七小�

高田小�
西光院�

三間�

至柏駅西口�

至柏の葉�
公園�

国
道
16
号�柏警察署�

大堀川�

至野田�

至千葉�国
道
６
号
�

勝
橋�

新
橋�

柏中�

案
内
図�

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
な
る
べ
く
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い�

Ｎ�

至松戸�

至
取
手�

柏レイソルチケットプレゼント�

と　き�
ところ�
対戦相手�
対　象�
�
申し込み�

問� 児童育成課 �67－1595

9月29日�午後7時キックオフ 
日立柏サッカー場 
東京ヴェルディ1969 
市内在住の母子・父子家庭の児童（中学生以下）と保護者、
20組※1世帯につき2枚差し上げます 
はがきに住所・保護者と児童の氏名・年齢・電話番号を書い
て、〒277－8505　柏市役所児童育成課へ、8月31日�までに
郵送で（必着）※応募者多数の場合は抽選。当選結果は、チ
ケットの発送をもって代えさせていただきます 

母子・父子家庭の皆さんへ�

　市内にお住まいの母子・父子家庭のかたを柏レイソルの
ホームゲームへご招待します。 

問�

～先人の祈りを�
　　今に受け継ぐ～�

雨乞いがルーツ�

さあ、本番！�

地道な練習の積み重ね�

ワールドカップキャンプ地招致へ�
皆さんのアシストを�

　開幕まで1年を切ったサッカーワー
ルドカップ。世界各地で出場権をかけ
熱戦が繰り広げられています。 
　市役所第2庁舎1階ロビーには、柏
市がキャンプ地招致を行っているブル
ガリア・スロバキア・ノルウェー・オ
ーストリア・ポーランドのユニフォー
ムやペナントなどが飾られています。 
　市役所にお立ち寄りの際に、ちょっ
と足を止めてみてはいかが。 

問� ホームタウン推進室 �67－1133

ド
ヤ
ラ
、
ド
ヤ
ラ
と
金
輪
を
鳴

ら
し
、
猿
や
狐
の
面
を
か
ぶ
っ
た

金
棒
つ
き
が
獅
子
の
先
導
役
と
し

て
入
場
し
て
き
ま
す
（
写
真
左
）。

お
膳
の
よ
う
な
笠
（
か
さ
）
に

花
を
い
っ
ぱ
い
挿
し
た
花
笠
が
、

四
隅
に
座
り
舞
台
が
整
う
と
、
猿

舞
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
清

め
の
塩
が
ま
か
れ
る
と
い

よ
い
よ
獅
子
の
舞
で

す
。
一
番
手
は
女
獅

子
。
頭
の
中
央
か
ら

一
本
の
角
が
出
て
い

ま
す
。
優
し
く
し
な

や
か
に
腰
を
か
が
め
、

も
の
静
か
で
優
雅
な
舞
で
す
。
二

番
手
は
中
獅
子
（
写
真
右
）。
ら

せ
ん
型
の
角
が
二
本
出
て
い
ま

す
。勇
壮
で
活
発
な
青
年
獅
子
で
、

舞
の
中
で
一
番
派
手
な
舞
で
す
。

最
後
は
大
獅
子
。
六
角
形
の
角
が

二
本
あ
り
、
三
匹
の
獅
子
の
族
長

と
し
て
、
大
き
な
落
ち
着
い
た
動

作
で
悠
々
と
舞
い
ま
す
。こ
の
間
、

舞
が
終
わ
る
ま
で
、
笛
吹
き
は
休

む
こ
と
な
く
伴
奏
し
ま
す
。

普
通
、獅
子
と
笛
吹
き
は
長
男
、

金
棒
つ
き
は
次
男
・
三
男
で
、
花

笠
は
村
に
来
た
婿
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
獅
子
舞
の
当
日
、
ほ

か
の
人
々
は
裸
足
で
暑
い
中
を
舞

い
ま
す
が
、
婿
は
花
笠
を
か
ぶ
り

着
物
を
着
て
草
履
ば
き
で
、
舞
台

の
四
隅
を
飾
り
余
り
動
き
ま
せ

ん
。
当
地
に
来
た
婿
を
大
事
に
す

る
習
慣
の
表
れ
で
す
。

配
役
は
、
現
代
で
は
こ
こ
ま
で

徹
底
し
て
お
ら
ず
、
時
に
は
女
性

も
笛
吹
き
に
参
加
し
ま
す
。今
年
、

約
四
十
年
ぶ
り
に
再
現
さ
れ
る

「
獅
子
送
り
」
は
、
舞
を
終
え
た

獅
子
を
籠
に
入
れ
、
西
光
院
か
ら

保
管
場
所
の
小
田
山
宅
へ
送
る
も

の
で
、
高
張
ち
ょ
う
ち
ん
を
掲
げ

て
、
一
時
間
ほ
ど
行
列
し
ま
す
。

７
月
28
日
の
午
後
７
時
。
若
者

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
十
数
人
が
町
内
の
集
会

場
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
一
人
が

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
ー
と
笛
を
吹
き
始

め
る
と
、だ
れ
か
れ
と
な
く
続
き
、

ひ
と
つ
の
曲
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
す
る
と
獅
子
の
舞
方
が
お
も

む
ろ
に
中
央
に
進
み
、
ひ
ざ
を
曲

げ
中
腰
の
状
態
で
首
を
横
に
振
り

な
が
ら
、
獅
子
の
舞
を
舞
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
真
剣
な
表
情
は
本

番
さ
な
が
ら
。
先
輩
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
動
き
を
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
日
の
最
後
は
、
練
習
用
に

作
っ
た
太
鼓
を
付
け
て
の
練
習

（
写
真
右
）。
こ
れ
は
「
精
進
返
し
」

と
い
う
舞
の
一
場
面
で
、
獅
子
一

家
が
小
刻
み
に
首
を
振
り
、
太
鼓

を
軽
く
た
た
き
な
が
ら
心
を
落
ち

着
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
三

匹
の
獅
子
が
話
し
合
い
を
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
か
？

現
在
は
、
一
カ
月
ぐ
ら
い
前
か

ら
週
末
に
練
習
し
て
い
ま
す
が
、

昭
和
21
年
に
獅
子
の
舞
を
舞
っ
て

い
た
か
た
の
話
で
は
、
当
時
は
そ

れ
こ
そ
一
週
間
続
け
て
、
朝
か
ら

夜
中
ま
で
練
習
し
た
た
め
、
笛
吹

き
は
唇
が
切
れ
、
舞
方
は
足
が
張

っ
て
ト
イ
レ
に
も
立
て
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

さ
て
、
練
習
の
成
果
は
い
か
に

│
。

篠
籠
田
は
、
古
く
か
ら
米
作
り

が
盛
ん
で
し
た
。
農
民
に
と
っ
て

水
は
極
め
て
大
切
で
、
や
が
て
水

に
縁
の
あ
る
竜
神
を
信
仰
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

篠
籠
田
の
獅
子
は
竜
神
を
か
た
ど

る
「
竜
頭
の
獅
子
」
で
す
。
米
作

り
を
主
体
と
し
て
き
た
農
民
が
、

日
照
り
続
き
で
竜
神
様
に
雨
を
乞

う
と
き
、
全
村
一
丸
と
な
り
祈
願

す
る
の
が
雨
乞
い
の
舞
で
す
。
舞

を
舞
っ
た
後
は
、
に
わ
か
雨
が
降

り
、
竜
神
様
の
霊
験
あ
ら
た
か
だ

っ
た
と
言
わ
れ
、
頼
ま
れ
て
遠
く

埼
玉
や
茨
城
な
ど
へ
も
舞
に
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
の
三
匹
獅
子
舞
は
、
こ
の
雨

乞
い
の
舞
が
形
式
化
さ
れ
た
も
の

ら
し
く
、
起
源
は
徳
川
五
代
将
軍

綱
吉
公
の
元
禄
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
毎
年
８
月
16
日
、
西
光

院
の
境
内
に
お
い
て
祖
先
の
霊
を

慰
め
、
五
穀
豊
じ
ょ
う
と
家
内
安

全
を
祈
願
し
、舞
を
奉
納
し
ま
す
。

今
で
は
、
篠
籠
田
三
匹
獅
子
舞
保

存
会
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　徳川5代将軍綱吉公の元禄時代（1680年代後半～1700
年代前半）から始まったとされる篠籠田の三匹獅子舞が、年代前半）から始まったとされる篠籠田の三匹獅子舞が、
今年も８月今年も８月1616日�に西光院の境内で厳かに行われます。昭に西光院の境内で厳かに行われます。昭
和5050年に県の無形民俗文化財に指定されたこの獅子舞。年に県の無形民俗文化財に指定されたこの獅子舞。1818
日�には、約には、約4040年ぶりとなる「獅子送り」も復活します。年ぶりとなる「獅子送り」も復活します。
柏の誇る伝統文化を、あなたも肌で感じてみませんか。柏の誇る伝統文化を、あなたも肌で感じてみませんか。�

　徳川5代将軍綱吉公の元禄時代（1680年代後半～1700
年代前半）から始まったとされる篠籠田の三匹獅子舞が、
今年も８月16日�に西光院の境内で厳かに行われます。昭
和50年に県の無形民俗文化財に指定されたこの獅子舞。18
日�には、約40年ぶりとなる「獅子送り」も復活します。
柏の誇る伝統文化を、あなたも肌で感じてみませんか。�



「
○
月
×
日
午
前
△
時
ご
ろ
、

南
関
東
地
域
で
大
地
震
が
発
生
。

柏
市
で
は
震
度
六
強
を
記
録
し
、

市
内
全
域
で
家
屋
が
倒
壊
し
、
道

路
も
損
壊
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
火

災
も
発
生
。
た
く
さ
ん
の
死
傷
者

や
救
助
が
必
要
な
人
が
お
り
、
電

気
・
ガ
ス
・
電
話
・
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
ス
ト
ッ
プ
し
て

し
ま
っ
た
│
│
」。
あ
な
た
な
ら

こ
ん
な
と
き
、
ど
う
し
ま
す
か
？

そ
し
て
も
し
こ
ん
な
災
害
が
将
来

起
こ
る
と
し
た
ら
、
そ
の
前
に
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
お
き
ま
す
か
？

日
ご
ろ
の
備
え
が
身
を

助
け
る

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め

て
教
え
ら
れ
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
。
発
生
直
後
は
多
く
の
人
が
そ

の
恐
ろ
し
さ
を
身
近
に
感
じ
、
日

ご
ろ
の
備
え
を
見
直
し
ま
し
た
。

し
か
し
発
生
か
ら
六
年
、
今
も
備

え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
行
動
で
き

る
よ
う
、
防
災
用
品
な
ど
だ
け
で

な
く
、
心
構
え
も
含
め
て
確
認
が

必
要
で
す
（
別
掲
「
命
を
守
る
地

震
の
心
得
10
カ
条
」）。

ま
た
、
８
月
30
日
（
木
）
〜
９

月
５
日
（
水
）
は
建
築
物
防
災
週

間
で
す
。
専
門
家
な
ど
に
依
頼
し

て
建
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
周

辺
の
地
盤
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

安
全
確
認
を
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

訓
練
で
確
認
と
体
験
を

日
ご
ろ
の
備
え
と
心
が
け
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た
ら
、
次
は
地
域
で
ど

ん
な
備
え
を
し
て
い
る
の
か
確
認

し
、
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
冒
頭
の
よ
う
な
状
況

を
想
定
し
て
市
内
三
カ
所
で
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
は
、
市
と
地
域
の
住
民
の

か
た
の
ほ
か
、
警
察
や
郵
便
局
、

医
療
関
係
者
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

関
係
機
関
な
ど
多
く
の
団
体
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
土
小
で
は
、
夜
間
に
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
夕
方

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
電
気
が
使
え

な
い
状
態
で
も
、
慌
て
ず
対
応
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

日
ご
ろ
の
備
え
の
再
確
認
の
た

め
に
も
、
お
近
く
の
か
た
は
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

８
月
26
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
半
＝
柏

ふ
る
さ
と
公
園
（
中
央
会
場
・
図

�
）
・
午
後
６
時
〜
７
時
半
＝
土

小
校
庭
（
地
区
会
場
・
図
�
）、

９
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
11

時
半
＝
柏
八
小
校
庭
（
地
区
会
場

・
図
�
）
※
地
震
発
生
の
想
定
時

間
は
、
各
会
場
開
始
一
時
間
前

【
訓
練
内
容
】

中
央
会
場

▽
地
域
の
か
た
が

参
加
す
る
訓
練
＝
避
難
訓
練
・
初

期
消
火
訓
練
（
消
火
器
・
バ
ケ
ツ

リ
レ
ー
・
投
て
き
水
パ
ッ
ク
）
・

炊
き
出
し
訓
練
・
給
水
訓
練
な
ど

▽
見
学
者
が
参
加
で
き
る
訓
練
＝

起
震
車
体
験
試
乗
・
煙
体
験
ハ
ウ

ス
▽
そ
の
他
の
訓
練
＝
情
報
通
信

訓
練
・
航
空
機
情
報
収
集
伝
達
訓

練
・
物
資
搬
送
訓
練
な
ど

地
区
会
場

▽
地
域
の
か
た
が

参
加
す
る
訓
練
＝
避
難
訓
練
・
情

報
収
集
伝
達
訓
練
・
初
期
消
火
訓

練
な
ど
▽
見
学
者
が
参
加
で
き
る

訓
練
＝
起
震
車
体
験
試
乗
・
煙
体

験
ハ
ウ
ス
・
応
急
救
護

訓
練
▽
そ
の
他
の
訓

練
＝
放
水
訓
練
な
ど

そ
の
他

当
日
の
訓

練
開
始
時
に
、
訓
練
が

行
わ
れ
る
地
区
の
防
災

行
政
無
線
塔
（
パ
ン
ザ

マ
ス
ト
）
か
ら
、
開
始

の
放
送
を
し
ま
す

注
意

駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

の
来
場
は
ご
遠
慮
を

町
会
単
位
で
も

訓
練
を

訓
練
に
参
加
で
き
な
い
か
た

も
、
町
会
・
自
治
会
、
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
団
体
で
申
し
込
め
ば
、
市

の
消
防
署
と
協
力
し
て
防
火
防
災

訓
練
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

内
容
は
次
の
う
ち
希
望
す
る
訓
練

を
行
い
ま
す
。

訓
練
内
容

消
火
・
避
難
（
煙

体
験
ハ
ウ
ス
等
）
・
一
一
九
番
通

報
・
応
急
救
護
訓
練
、
起
震
車
体

験
試
乗
・
防
火
映
画
の
上
映
な
ど

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
各
消
防
署
・
分
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1

防
災
安
全
課
�
67
│
１
１
１

５
・
建
築
物
防
災
週
間
に
つ
い
て

は
建
築
指
導
課
�
67
│
１
１
４
５

広報� 平成１３年（２００１年）８月１５日 第１１５１号 �

布の絵本講習会�

と き �
�
ところ�
対 象 �
費 用 �
申し込み�
�
その他�

9月29日、10月6日・20日・27日の各土曜日午
後1時半～4時（計4回）�
アミュゼ柏�
全回出席できる市内在住のかた、先着25人�
2,000～3,000円程度（材料費）�
8月17日�午前10時から、図書館本館へ電話か
直接�
幼稚園児以上の託児が数人あります。予約制
ですので、希望するかたは申し込みの際、お
申し出ください�

　障害のある子もない子も一緒に楽しむことができる
布の絵本を作ります。手のぬくもりを込めて、子ども
たちに贈りませんか。�

図書館本館 �64－5346問�

花と緑の教室�

～秋を呼ぶ寄せ植え～�
8月31日�午後2時～4時�
勤労会館�
市内在住のかた、32人�
講義と実技をとおして寄せ植えを作ります�
2,000円�
往復はがきに「花と緑の教室・秋を呼ぶ寄せ植え
希望」と明記し、住所・氏名・年齢・電話番号と
返信面のあて先を書いて、〒277－0001呼塚新田
204－2　柏市みどりの基金へ、8月18日�までに郵
送で（当日消印有効）※応募者多数の場合は抽選。
結果は1週間前までに全員にお知らせします�

と　き�
ところ�
対　象�
内　容�
費　用�
申し込み�

柏市みどりの基金 �60－3120問�

防災訓練に参加する人もしない人も確認を�

1.まずは、身の安全�

2.「火を消せ！」の掛け声ですばやく火の始末�

3.窓・戸を開けて出口を確保�

4.火が出たらすぐ消火�

5.外へ逃げるときは落下物などに注意して�

6.狭い路地やブロック塀には近寄るな�

7.山崩れ・がけ崩れ・津波に注意�

8.避難はみんなで歩いて�

9.助け合って応急救護�

10.デマに惑わされるな�

命を守る 　　　の心得10カ条�

倒れやすい家具から離れてテーブルなどの下に身を隠そう�

声を掛け合ってガスコンロやストーブの火を消そう�

鉄筋コンクリートの建物などはゆがみやすいので注意�

炎や煙に惑わされず消火を。隣近所にも協力を求めて�

かわらやガラス、看板などに注意して落ち着いて避難を�

ブロック塀や自動販売機などは倒れやすいので注意�

ラジオなどで正しい情報を入手。海辺などでは、津波警報�
が発令されたら高い場所へ逃げよう�

避難場所へは、集団で決められたところへ徒歩で向かおう�

お年寄りや体の不自由なかた、けが人などに声をかけて応�
急救護を�

うわさに振り回されないように、ラジオ等で正しい情報を�

柏
市
で
は
、
年
間
約
三
千
六
百

万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
道
水
が
使

わ
れ
、
う
ち
約
六
割
は
江
戸
川
か

ら
取
水
さ
れ
る
河
川
水
で
す
。

今
年
の
夏
は
、
例
年
に
な
く
雨

が
少
な
く
、
全
国
的
に
水
不
足
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
柏
市
の
水

が
め
で
あ
る
利
根
川
上
流
の
ダ
ム

も
、
日
々
貯
水
量
が
減
り
続
け
て

い
ま
す
（
表
参
照
）。
こ
の
た
め
、

利
根
川
水
系
で
は
、
８
月
10
日
か

ら
取
水
制
限
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。平

成
８
年
の
渇
水
時
に
は
、
最

高
〇
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
／
平
方
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
減
圧
給
水
や
、

学
校
・
公
営
プ
ー
ル
の
使
用
停
止

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
別

掲
「
洗
う
・
濯
（
す
す
）
ぐ
・
流

す
か
ら
節
水
を
」
も
参
考
に
、
節

水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1

水
道
部
庶
務
課
�
66
│
２
１

９
１

柏駅� 北柏駅�
JR常磐線�

国
道
16
号�

東口�

旧水戸街道�アミュゼ柏�

柏市役所�

市民文化会館�

柏ふるさと公園�

手賀沼�

北柏ふる
さと公園�

柏公園�

増尾城址�
総合公園�

日立柏サッカー場�

増尾近隣センター�

永楽台近隣センター�

ガソリン�
スタンド�

ガソリン�
スタンド�

レンタル�
ビデオ店�

名戸ケ谷病院�

名戸ケ谷病院�

新
柏
駅�

新
柏
駅�

増
尾
駅�

東
武
野
田
線�

東
武
野
田
線�

至
柏�

至
柏�

県
道
市
川
・
柏
線�

土小�

柏八小�

��

新柏交番�

■図�　地区訓練会場（土小学校）�

■図�　防災訓練中央会場（柏ふるさと公園）�

■図�　地区訓練会場（柏第八小学校）�

Ｎ
�

Ｎ
�

Ｎ
�

一
分
間
の
黙
と
う
を�

戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
っ
て�

問�
保
健
福
祉
総
務
課 

�
67
│
１
１
３
１�

　
今
日
、
８
月
15
日
（
水
）
は
「
戦
没
者
を
追
悼
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。�

　
戦
没
者
の
慰
霊
と
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
て
、

正
午
か
ら
一
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。�

地
震

そ
の
と
き
あ
な
た
は
…

市
内
３
カ
所
で
防
災
訓
練

市
内
３
カ
所
で
防
災
訓
練�
！！

火の手が上がっても慌てず初期消火

そ
の
一
滴
を
大
切
に

柏
の
水
が
め
が
大
ピ
ン
チ

■利根川上流のダムの貯水量�

（8月9日現在）�

矢木沢ダム�
（11,550）� 3,607

4,437

1,337

363

129

1,919

6,023

250

18,063

31

62

91

34

43

63

71

20

53

奈良俣ダム�
（7,200）�
藤原ダム�
（1,469）�
相俣ダム�
（1,060）�
薗原ダム�
（300）�
草木ダム�
（3,050）�
下久保ダム�
（8,500）�
渡良瀬貯水池�
（1,220）�
合計�

（34,349）�

貯水量�
（万�）�

貯水率�
（％）�

ダム名�
（貯水容量・万�）�

　食器洗い�
油汚れのひどいものは、紙や布でふき取っ
てからため洗い。蛇口はこまめに開閉を�
　歯磨き�
水を出しっ放しで磨かない。コップを使え
ば節水に�
　お風呂・シャワー�
お風呂は適温・適量で沸かし、家族で続け
て効率良く入る。残り湯も洗濯やそうじ、
散水に利用を。シャワーはこまめに蛇口の
開閉を�
　洗濯�
洗濯機の容量内でまとめ洗いし、ためすす
ぎを。風呂の残り湯は汚れ落ちがよく、洗
剤の無駄もあまり出ません�
　洗車�
流し洗いをせずバケツを使って洗えば、か
なりの節水に�

洗う・濯ぐ・流すから節水を�
すす�



日
ご
ろ
の
仕
事
や
趣
味
を
と
お

し
て
培
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

知
識
や
技
能
、
そ
し
て
身
近
な
生

活
の
知
恵
を
身
に
付
け
て
い
る
皆

さ
ん
。
サ
ー
ク
ル
活
動
・
子
ど
も

会
・
町
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ま
た

は
個
人
で
学
習
活
動
を
し
て
い
る

か
た
の
手
助
け
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。市

で
は
、
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

�
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
・
自
由
に
�
学
習
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
無
償
で
学
習
の

指
導
や
助
言
な
ど
を
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
に
は
、

「
柏
市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
者
名
簿
」
に
登
録
後
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
①
教
育
・
学
習
②
人
文

・
社
会
科
学
③
自
然
科
学
④
産
業

・
技
術
・
情
報
⑤
芸
術
・
文
化
⑥

音
楽
・
芸
能
⑦
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
⑧
家
庭
生
活
・
趣

味
⑨
市
民
生
活
・
国
際
関
係
⑩
環

境
⑪
そ
の
他
の
計
十
一
の
分
野
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
絵
画
・
天

体
観
測
・
語
学
・
パ
ソ
コ
ン
・
民

謡
・
太
極
拳
・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

・
手
芸
な
ど
、
約
百
の
ジ
ャ
ン
ル

に
約
二
百
人
の
か
た
が
た
が
登
録

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
自
分
の

特
技
を
広
く
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。対

象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
知
識
・
技
能
・
生
活
の
知

恵
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
や
、
各

種
生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い

を
お
願
い
で
き
る
か
た

活
動
内
容

①
市
民
が
主
体
的

に
行
う
講
座
や
講
演
の
講
師
、
学

習
グ
ル
ー
プ
の
指
導
、
学
校
の
課

外
活
動
の
指
導
や
協
力
な
ど
、
生

涯
学
習
の
直
接
的
指
導
②
学
習
グ

ル
ー
プ
の
組
織
化
に
向
け
て
の
指

導
や
世
話
役
な
ど
、
生
涯
学
習
の

間
接
的
指
導
③
市
が
主
催
す
る
生

涯
学
習
関
連
行
事
へ
の
協
力
な
ど

報
酬

原
則
と
し
て
無
償
※
活

動
に
必
要
な
交
通
費
・
教
材
費
な

ど
は
依
頼
者
側
の
負
担
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
　

申
し
込
み

生
涯
学
習
推
進
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
四
階
）
で
配

布
し
て
い
る
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
29
日

（
水
）
ま
で
に
、
生
涯
学
習
推
進

課
へ
直
接（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
申
込
書
は
電
話
で
請
求
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す

登
録
期
間

平
成
15
年
３
月
31

日
ま
で

そ
の
他

９
月
７
日
（
金
）
午

後
２
時
〜
３
時
半
に
、
市
役
所
第

一
庁
舎
四
階
講
堂
で
研
修
を
行
い

ま
す
※
名
簿
登
録
に
は
、
研
修
の

受
講
が
条
件
と
な
り
ま
す
の
で
必

ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い

1

生
涯
学
習
推
進
課
�
67
│
１

４
９
２

広報�③ 第１１５１号 平成１３年（２００１年）８月１５日

11月14日�午後6時半から�
アミュゼ柏クリスタルホール�
市内在住・在学の中学生～大学生、3人�
無料�
応募者のピアノ演奏（ウィーン楽派の作曲家のピアノ曲）が収録されたカセットテープ
と住所・氏名・年齢・性別・電話番号・学校名・テープの収録曲名・応募の動機を書い
た用紙を、〒277─8505　柏市役所文化課へ、9月17日�までに郵送で（必着）※アヴォ
・クユムジャン氏本人によるテープ審査合格者（3人）には、10月中旬に通知します。
提出されたテープ・書類は返却しません　�

問 文化課 �67─1494

�

　ウィーン楽派の作曲家を得意とし、国際ベートーベン・コンクール
などで第1位を受賞したアヴォ・クユムジャン氏。現在、ウィーン国
立大学教授である同氏によるピアノの公開レッスンです。�

と き �
と こ ろ �
対 象 �
参 加 費 �
申し込み�

アヴォ・クユムジャン� 公開ピアノレッスンの受講者を募集�

市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
標
語
と
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
急
激
に
成
長
し
て
き
た
柏
市
。

柏
駅
の
周
辺
は
毎
日
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
人
口
の
増
加
や
街

の
発
展
と
と
も
に
恐
喝
や
万
引

き
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
、
犯
罪
の

発
生
件
数
も
年
々
増
え
て
き
て
い

る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た

め
、
市
で
は
今
年
の
３
月
に
「
柏

市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
を
制
定
し
、
犯
罪
に
対

す
る
市
民
の
意
識
の
啓
発
や
、
市

内
に
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
て
警

察
署
や
市
民
、
市
が
一
体
と
な
っ

た
犯
罪
防
止
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
自
身
で
取
り
組
む
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
（
犯
罪
の
な
い
ま
ち
・
犯

罪
防
止
の
た
め
の
地
域
の
輪
・
ま

ち
の
環
境
美
化
な
ど
）

募
集
区
分

①
小
学
五
・
六
年

生
②
中
学
生
③
一
般
の
各
部

作
品
の
規
格

標
語
の
部
＝
は

が
き
に
一
人
三
点
ま
で
、
ポ
ス
タ

ー
の
部
＝
Ｂ
三
判
（
三
十
六
・
四

セ
ン
チ
×
五
十
一
・
五
セ
ン
チ
）

の
画
用
紙
で
（
作
品
に
標
語
は
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
）
※
ど
ち
ら

も
未
発
表
の
作
品
に
限
る

応
募
方
法

作
品
の
裏
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
ま
た
は
職

業
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５

０
５
　
柏
市
役
所
防
災
安
全
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
二
階
）
へ
、

９
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
か
直
接

賞

市
長
賞
＝
一
人
（
小
・
中

学
生
は
学
年
ご
と
）、
優
秀
賞
＝

各
若
干
名
※
応
募
者
全
員
に
参
加

賞
あ
り

そ
の
他

入
選
作
品
は
、
横
断

幕
・
の
ぼ
り
旗
・
町
会
自
治
会
掲

示
板
用
防
犯
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活

用
し
ま
す
。
入
選
作
品
の
著
作
権

は
市
に
帰
属
し
ま
す

1

防
災
安
全
課
�
67
│
１
１
１

５

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
４
〜�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
�
島
屋

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ル
八
階
）は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
美
術
・

工
芸
作
品
等
の
発
表
・
鑑
賞
の
場

と
し
て
、
多
く
の
か
た
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
美
術
作
品
の
発
表

を
目
的
と
し
て
い
れ
ば
、
個
人
・

団
体
を
問
わ
ず
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
回
、
来
年
度
（
平
成
14
年
４

月
１
日
〜
平
成
15
年
３
月
31
日
）

の
使
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。対

象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
美
術
・
工
芸
作
品
等
の
発
表

の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
か
た
①

市
内
在
住
の
個
人
②
市
内
に
事
務

所
や
活
動
の
拠
点
が
あ
り
、
会
員

や
出
展
者
の
過
半
数
が
市
内
在
住

の
団
体
・
サ
ー
ク
ル

使
用
料

一
日
＝
一
万
六
千
八

百
円
※
入
場
料
を
徴
収
し
た
り
、

展
示
品
等
の
販
売
を
し
た
り
す
る

場
合
は
三
万
三
千
六
百
円

申
し
込
み

９
月
３
日
（
月
）

か
ら
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

四
階
）
で
配
布
す
る
所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
文
化
課
へ
直

接
※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
。

一
団
体
に
つ
き
一
回
だ
け
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
郵
送
で

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

そ
の
他

申
込
書
類
に
偽
り
が

あ
っ
た
場
合
は
、
無
効
に
な
り
ま

す1

文
化
課
�
67
│
１
４
９
４

と き �
集合・解散場所�
対 象 �

内 容 �
�
�
�

交 通 �

費 用 �

申 し 込 み �

8月29日�午前8時半～午後5時�
新田原近隣センター�
小・中学生と保護者、先着14組�
龍ケ崎市のガラス工場やごみゼロに取り
組む守谷町のビール工場で、空きびんリ
サイクルの実態を学びます。我孫子市の
鳥の博物館も見学します�
往復貸し切りバス�
無料�
8月16日�午前10時から、新田原近隣セ
ンターへ電話か直接�

問�新田原近隣センター �67─1276

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り

募集

標
語
と
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

来年度分の受け付けを開始

市民ギャラリーの使用申し込み

9月3日�から

知
識
や
技
能
を
広
く
生
か
し
て

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

離
婚
し
た
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
連
帯

保
証
人
を
や
め
ら
れ
ま
す
か
？

夫
と
離
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
夫
名
義
で
借
り
た
住
宅
ロ

ー
ン
を
返
済
中
で
、
私
が
連
帯
保
証
人

に
な
っ
て
い
ま
す
。
離
婚
し
た
ら
連
帯

保
証
人
を
や
め
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ.

離
婚
を
理
由
に
連
帯
保
証
人
を
や

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

た
だ
単
に
、
離
婚
を
理
由
に
連
帯
保

証
人
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
債
権
者
（
お
金
を
貸
し
た
人
）

の
同
意
が
あ
れ
ば
、
連
帯
保
証
人
を
夫

の
身
内
や
知
人
な
ど
に
変
更
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
こ
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん

新
た
に
連
帯
保
証
人
に
な
る
人
の
同
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ.

知
人
の
債
権
者
か
ら
支
払
請
求
が

き
た
ん
で
す
が
…
…

知
人
に
頼
ま
れ
て
保
証
人
を
承
諾
し

た
と
こ
ろ
、
後
日
、
債
権
者
か
ら
支
払

請
求
が
き
ま
し
た
。
知
人
に
は
「
絶
対

に
迷
惑
を
か
け
な
い
か
ら
」
と
言
わ
れ

た
の
で
引
き
受
け
た
の
で
す
が
、
支
払

い
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

か
。

Ａ.

支
払
い
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん保

証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
債

権
者
に
「
主
債
務
者
（
お
金
を
借
り
た

人
）
の
返
済
が
滞
っ
た
と
き
は
、
保
証

人
が
代
わ
っ
て
支
払
い
ま
す
」
と
約
束

す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
支
払
い
に
応
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
知
人
が
「
絶

対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
と
約
束
し
た

と
し
て
も
、
債
権
者
へ
の
支
払
い
を
免

れ
る
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
友
人
に
代
わ
っ
て
支
払

い
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
分
を
友
人
に

請
求
で
き
ま
す
が
、
債
権
者
に
支
払
え

な
い
人
が
保
証
人
に
支
払
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
あ
ま
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

連
帯
保
証
人
や
保
証
人
に
な
る
場
合

は
、「
い
ざ
と
い
う
と
き
は
自
分
が
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
覚
悟

が
必
要
で
す
。

特技を生かして学習活動やイベントをお手伝い
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特　集�

レ
イ
ソ
ル
を
支
え
る

裏
方
さ
ん
の
お
仕
事�初

公
開
！�

メインスタンド�

バックスタンド�

ホ
ー
ム
側�

ア
ウ
ェ
イ
側�

試合中の裏方さん、ここにいました！�

ピッチとスタッフル
ームの間を行き来�

監督・コーチの指
示を伝達�

試合前、練習用に
ボールやコーンを
セッティング�

負傷に備えてスタ
ンバイ�

ハーフタイム中に荒
れたピッチを補修�

ホペイロ�

グラウンド管理者�

通訳�

運営スタッフ�

専属トレーナー�

いかがでしたか？　裏方の皆さんのお仕事ぶり。ほかにもＤＪ、ボールボーイ、審

判、記録、警備、会場整理、営業スタッフ、レイくん…。ボランティアも含めると、

1つの試合には350人近い裏方さんが関わっています。取材した皆さんが言っていた

のは、「レイソルが好きだからこそ」という言葉。サポーター、裏方さん、そして私た

ち市民の願いを乗せて、いざ2ndステージ優勝目指して、頑張れレイソル！

一
つ
の
試
合
に
は
、
チ
ー
ム
関

係
者
だ
け
で
な
く
警
備
・
警
察
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
消
防
な
ど
外
部

の
人
も
多
く
関
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
と
り
ま
と
め
役
を
務
め

る
の
が
こ
の
二
人
で
す
。

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
開
催
は
準
備

が
命
。
ホ
ス
ト
役
と
し
て
、
駐
車

場
の
手
配
な
ど
こ
ま
ご
ま
と
し
た

こ
と
を
、
上
本
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど

一
人
で
行
い
ま
す
。

試
合
当
日
は
分
刻
み
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
。
飯
田
さ
ん
は
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
片
手
に
選
手
は
到
着
し
た

か
、
会
場
の
放
送
と
電
光
掲
示
板

が
あ
っ
て
い
る
か
な
ど
、
ス
タ
ッ

フ
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、

無
事
キ
ッ
ク
オ
フ
さ
れ
る
ま
で
会

場
全
体
に
目
を
配
り
ま
す
。
上
本

さ
ん
も
関
係
者
に
応
対
し
な
が

ら
、
予
測
の
で
き
な
い
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
備
え
ま
す
。
試
合
が
始
ま

る
と
、
ち
ょ
っ
と
一
息
。
で
も
、

サ
ッ
カ
ー
は
見
て
い
る
人
も
熱
く

な
る
ス
ポ
ー
ツ
。
片
付
け
が
終
わ

る
ま
で
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

細
か
い
気
配
り
が
必
要
と
さ
れ

る
仕
事
で
す
が
、「
時
間
帯
に
よ

っ
て
自
然
と
体
が
動
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
ま
た
責

任
の
重
さ
に
も
、「
試
合
終
了
後

の
充
実
感
の
方
が
大
き
い
か
ら
」

と
、
二
人
と
も
な
か
な
か
タ
フ
で

す
。や

り
が
い
は
、「
レ
イ
ソ
ル
が

勝
っ
て
く
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、

試
合
中
に
何
も
問
題
が
起
き
な
い

こ
と
。
そ
れ
は
観
客
の
か
た
に
安

全
に
楽
し
く
観
戦
し
て
も
ら
う
た

め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
か

ら
」
と
飯
田
さ
ん
。
そ
し
て
「
も

っ
と
多
く
の
お
客
さ
ん
に
見
に
来

て
ほ
し
い
で
す
ね
、
私
た
ち
の
仕

事
は
大
変
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
け

ど
（
笑
）」
と
や
っ
ぱ
り
タ
フ
…
。

　
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
も
開
幕
し
、
ペ
リ
マ
ン
新
監
督
と
と
も
に
発
進

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
も
開
幕
し
、
ペ
リ
マ
ン
新
監
督
と
と
も
に
発
進
し
た
、
新

し
た
、
新

生
柏
レ
イ
ソ
ル
。
今
度
こ
そ
優
勝
を
と
、
応
援
に
も
力
が
入
り
ま
す

生
柏
レ
イ
ソ
ル
。
今
度
こ
そ
優
勝
を
と
、
応
援
に
も
力
が
入
り
ま
す
。
い
つ
も
私

。
い
つ
も
私

た
ち
は
ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
に
目
が
く
ぎ
付
け
で
す
が

た
ち
は
ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
に
目
が
く
ぎ
付
け
で
す
が
、
そ
の
裏
で

、
そ
の
裏
で

多
く
の
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
今
回
は
、

多
く
の
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
今
回
は
、
普
段
ス
タ
ジ

普
段
ス
タ
ジ

ア
ム
や
テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
レ
イ
ソ
ル
の
「
裏
側
」
に
ス
ポ
ッ

ア
ム
や
テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
レ
イ
ソ
ル
の
「
裏
側
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

ト
を
当
て
て

み
ま
し
た
。
選
手
を
支
え
る
「
裏
方
さ
ん
」
た
ち
の
姿
、
こ
こ
で
公

み
ま
し
た
。
選
手
を
支
え
る
「
裏
方
さ
ん
」
た
ち
の
姿
、
こ
こ
で
公
開
し
ち
ゃ
い

開
し
ち
ゃ
い

ま
す
。

ま
す
。�

　
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
も
開
幕
し
、
ペ
リ
マ
ン
新
監
督
と
と
も
に
発
進
し
た
、
新

生
柏
レ
イ
ソ
ル
。
今
度
こ
そ
優
勝
を
と
、
応
援
に
も
力
が
入
り
ま
す
。
い
つ
も
私

た
ち
は
ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
に
目
が
く
ぎ
付
け
で
す
が
、
そ
の
裏
で

多
く
の
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？
　
今
回
は
、
普
段
ス
タ
ジ

ア
ム
や
テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
レ
イ
ソ
ル
の
「
裏
側
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

み
ま
し
た
。
選
手
を
支
え
る
「
裏
方
さ
ん
」
た
ち
の
姿
、
こ
こ
で
公
開
し
ち
ゃ
い

ま
す
。�

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
広
が
る
き
れ
い

に
刈
り
込
ま
れ
た
緑
色
の
芝
生
。

こ
の
芝
生
を
毎
日
の
よ
う
に
見
守

っ
て
い
る
の
が

佐
瀬
さ
ん
で
す
。

日
立
柏
サ
ッ

カ
ー
場
の
芝
生

は
夏
用
と
冬
用

の
二
種
類
。
シ

ー
ズ
ン
前
に
は

四
百
キ
ロ
も
の

種
ま
き
を
し
て

衣
替
え
を
し
ま

す
。「
芝
生
は
生

き
物
。
植
物
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
、
と
い
う
考
え
で
日
々
の
芝
刈

り
や
水
や
り
を
し
て
い
ま
す
」。

試
合
で
最
良
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
持
っ
て
い
く
た
め
に
、
十
八
〜

二
十
五
ミ
リ
の
範
囲
で
経
験
と
勘

を
た
よ
り
に
刈
る
そ
う
で
す
。

「
選
手
に
は
け
が
を
し
て
ほ
し

く
な
い
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
固

く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
常
に
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
選
手
第
一
の

姿
勢
。
で
も
、「
選
手
が
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
し
て
芝
生
が
え
ぐ
ら
れ

た
と
き
な
ど
は
、
正
直
『
あ
ち
ゃ

〜
』
っ
て
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

（
笑
）」
と
も
。

Ｔ
Ｖ
中
継
で
は
つ
い
つ
い
他
会

場
の
芝
生
に
目
が
。
Ｊ
リ
ー
グ
各

チ
ー
ム
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
者
の

研
修
会
で
は
情
報
を
交
換
し
合
っ

て
、
良
い
方
法
は
参
考
に
し
て
い

る
と
か
。
そ
れ
で
も
気
候
の
ち
ょ

っ
と
し
た
違
い
で
そ
の
ま
ま
同
じ

よ
う
に
は
適
用
で
き
な
い
の
が
難

し
い
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

昨
年
の
Ｊ
リ
ー
グ
ア
ウ
ォ
ー
ズ

で
は
、
年
間
で
活
躍
し
た
選
手
の

表
彰
に
続
い
て
、
選
手
が
選
ん
だ

ベ
ス
ト
ピ
ッ
チ
と
し
て
国
立
競
技

場
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い

う
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
る
と
「
目
標

に
な
る
」
と
い
う
佐
瀬
さ
ん
。
チ

ー
ム
同
様
、
狙
う
は
芝
生
の
頂
点

だ
。

「
も
っ
と
相
手
を
見
て
！
」
と
、

練
習
中
に
指
示
を
出
し
て
い
る
の

は
監
督
・
コ
ー
チ
の
隣
に
い
る
通

訳
さ
ん
。
ペ
リ
マ
ン
新
体
制
と
な

っ
た
レ
イ
ソ
ル
に
と
っ
て
、
通
訳

は
監
督
・
コ
ー
チ
の
意
図
を
選
手

に
伝
え
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
す
。
現
在
の
レ
イ
ソ
ル
の

通
訳
は
三
人
体
制
で
、
木
村
さ
ん

の
ほ
か
に
英
語
と
韓
国
語
の
通
訳

が
い
て
、
常
に
チ
ー
ム
と
一
緒
に

行
動
し
て
い
ま
す
。

主
に
マ
リ
オ
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

コ
ー
チ
に
つ
い
て
い
る
木
村
さ
ん

は
、
レ
イ
ソ
ル
に
来
て
六
年
目
の

ベ
テ
ラ
ン
。
通
訳
に
応
募
し
て
す

ぐ
サ
ッ
カ
ー
の
教
則
本
の
日
本
語

版
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版
を
買
い
こ

ん
で
自
分
用
の
辞
書
を
作
り
な
が

ら
、
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
サ
ッ

カ
ー
の
ル
ー
ル
を
猛
勉
強
し
た
ガ

ッ
ツ
マ
ン
で
す
。

「
通
訳
は
直
訳
で
は
ダ
メ
で
、

ひ
と
と
お
り
聞
い
て
内
容
を
理
解

し
て
か
ら
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
あ
と
は
使
え
る
フ
レ
ー
ズ

を
増
や
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に
語

学
的
な
勉
強
は
続
け
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。

そ
ん
な
木
村
さ
ん
に
も
残
念
な

事
が
一
つ
。
そ
れ
は
日
本
人
、
特

に
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
通
訳
へ
の

接
し
方
だ
そ
う
で
す
。「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
と
き
な
ど
に
、
選
手
に

は
握
手
を
求
め
て
も
、
通
訳
は
あ

い
さ
つ
す
ら
さ
れ
ず
に
、
た
だ
訳

す
こ
と
だ
け
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
、悲
し
く
な
り
ま
す
。

外
国
で
は
選
手
と
通
訳
は
対
等
な

立
場
な
ん
で
す
。
日
本
で
の
通
訳

の
地
位
が
外
国
並
み
に
向
上
す
る

と
い
い
で
す
ね
」

「
来
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ポ
ル

ト
ガ
ル
の
通
訳
と
し
て
参

加
す
る
こ
と
が
夢
」
と
語

る
木
村
さ
ん
。
裏
方
さ
ん

の
中
で
は
表
に
出
て
く
る

こ
と
も
多
い
の
で
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
の
通
訳

ぶ
り
に
も
注
目
を
。

レ
イ
ソ
ル
の
選
手
の
健
康
管
理

は
荒
川
さ
ん
た
ち
専
属
ト
レ
ー
ナ

ー
三
人
と
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
四
人

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

荒
川
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
筋
肉
・
骨
格
の

専
門
家
。
選
手
の
け
が
の
治
療
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
け
が
を
防
ぐ
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。激

し
い
プ
レ
ー
が
多
い
だ
け

に
、
ね
ん
ざ
や
腰
痛
と
い
っ
た
け

が
は
絶
え
ま
せ
ん
。「
サ
ッ
カ
ー

は
長
期
の
オ
フ
が
な
い
の
で
、
や

む
を
得
ず
痛
み
止
め
を
打
ち
な
が

ら
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」。

そ
れ
で
も
今
の
若
い
選
手
は
食
べ

る
物
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
も
良

く
な
っ
て
い
る
の
で
、
け
が
を
し

に
く
く
な
っ
て
い
る
と
か
。

「
こ
の
仕
事
は
毎
日
が
勉
強
で

す
」
と
い
う
荒
川
さ
ん
は
専
門
書

を
読
ん
で
、
よ
り
優
れ
た
治
療

法
は
な
い
か
、
研
究
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

高
校
時
代
、
陸
上
競
技
を
や

っ
て
い
て
、
け
が
を
し
た
と
き

に
か
か
っ
た
病
院
の
先
生
の
影

響
で
「
自
分
も
治
す
立
場
に
な

ろ
う
」
と
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ

ー
の
道
を
志
し
た
荒
川
さ
ん
。

「
け
が
が
治
っ
て
ピ
ッ
チ
で
プ

レ
ー
し
て
い
る
選
手
の
姿
を
見

る
と
、
感
動
し
ま
す
よ
」

ホ
ペ
イ
ロ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
「
用
具
係
」
の
こ
と
。
試
合
や

練
習
で
使
う
道
具
の
管
理
係
で

す
。
現
在
、
レ
イ
ソ
ル
に
は
二
人

の
ホ
ペ
イ
ロ
が
い
て
、
ボ
ー
ル
を

揃
え
た
り
、
ス
パ
イ
ク
を
磨
い
た

り
、
ド
リ
ン
ク
の
準
備
を
し
た
り

…
。
選
手
が
ピ
ッ
チ
に
立
つ
た
め

の
あ
ら
ゆ
る
道
具
の
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
洗
濯
も
ホ
ペ

イ
ロ
の
仕
事
。「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

と
い
っ
て
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ

ア
や
ジ
ャ
ー
ジ
か
ら
ス
パ
ッ
ツ
ま

で
何
種
類
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が

三
十
二
人
×
三
セ
ッ
ト
分
あ
り
ま

す
か
ら
、
洗
濯
の
と
き
は
大
変
で

す
。
番
号
が
入
っ
て
な
か
っ
た
ら

終
わ
り
で
す
ね
（
笑
）」

か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
よ

う
な
心
配
り
が
求
め
ら
れ
る
仕

事
。「
選
手
が
ど
う
す
れ
ば
ス
ム

ー
ズ
に
着
替
え
て
試
合
に
出
ら
れ

る
か
、
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
」。

ス
パ
イ
ク
は
そ
の
日
に
履
き
そ
う

な
も
の
を
予
想
し
て
何
パ
タ
ー
ン

か
用
意
し
て
お
く
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
ま
だ
ホ
ペ
イ
ロ
と
い

う
仕
事
は
、
専
門
職
と
し
て
は
認

知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
自
分
た

ち
が
仕
事
の
質
を
高
め
て
い
く
努

力
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
職
業
と
し
て
認
め
ら
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と

い
う
宮
本
さ
ん
、
志
が
高

い
！

通    訳�

 木村 精孝さん 
チーム専属のポルトガル語・スペイン語通
訳として6年目。サラリーマン、フリーの
通訳を経て、横浜フリューゲルス（当時）
の通訳公募に応募したことがきっかけでＪ
リーグの世界に。ブラジル育ちの41歳。�

常にチームと一体�

●柏レイソル通訳 
き� む ら � た か �き よ �

専属トレーナー�

 荒川　薫さん 
日立ＦＣの時代から専属のトレーナ
ーとして17年。健康管理を通して
選手を見続けてきた。�

はつらつプレーはこの人のおかげ�

●柏レイソル専属トレーナー�
あ ら �か わ � かおる�

選手の治療にあたる荒川さん（写真右）。
左はチームドクターの万納寺医師。スゴ腕
コンビだ

グラウンド管理者

 佐瀬 祐幸さん 
造園のプロとして22年。日立関連の工場
施設の緑地管理などが本業だったが、レイ
ソルがＪリーグに昇格してからは芝生の維
持管理専門に。日立柏サッカー場の芝生は
完成以来15年間見続けている。�

芝生の達人�

●習和産業造園部主任�
さ� せ� ゆ き �ひ ろ �

試合前の練習用道具を運ぶ。無駄のな
いきびきびとした動きだ

穴を開けて空気を入れ、試合で固ま
った地面をほぐす“エアレーション”
の作業

試
合
前
は
緊
迫
ム
ー
ド
。
無
事
キ
ッ
ク
オ
フ
さ

れ
る
ま
で
気
が
抜
け
な
い

運営スタッフ�

 飯田 正吾さん 
知る人ぞ知る元日立ＦＣのキャプテン。平成7
年からスタッフにまわる。途中マネジャーを経
て現在運営スタッフとしては3年目。�

上本 恭子さん�
平成8年入社。以来運営スタッフとして6年目
になるベテラン。入社前、日立柏サッカー場
で案内のアルバイト経験あり。�

裏方中の裏方的存在�

●日立柏レイソル運営グループ 
い い � だ� ご�しょう�

う え �もと� こ�きょう�

ペリマン監督の言葉は逃さずキ
ャッチ（写真右が木村さん、中
央は英語通訳の辻上さん）

ホペイロ�

 宮本 拓巳さん 
大学時代にホペイロのアルバイトをし
たときに、自分にはこの仕事しかない
と思い、周囲の反対を押しきって職業
として選んだ。現在見習いの24歳。�

戦略的用具係�

●柏レイソルホペイロ�
みや �も と � み�た く �



松
葉
シ
ル
バ
ー
学
級

と
き

８
月
28
日
〜
10
月
23
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
九
回
）

と
こ
ろ

松
葉
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
で
六

十
歳
以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

老
後
の
生
き
が
い
・
楽

し
み
づ
く
り
、
健
康
体
操
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費
は

実
費
）

申
し
込
み

８
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
松
葉
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

松
葉
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
33
│

２
２
０
０

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
教
室

と
き

８
月
30
日
〜
10
月
18
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
八
回
）

と
こ
ろ

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳
以

上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

講
義
「
ふ
る
さ
と
の
歴

史
」、
津
軽
三
味
線
と
民
謡
、
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費
な

ど
は
実
費
）

申
し
込
み

８
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
新
田
原
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
直
接

1

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
67

│
１
２
７
６

健
康
い
き
い
き
講
座
・

高
血
圧
予
防

と
き

９
月
５
日
（
水
）
午
後

１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」（
市
役
所
隣
）

定
員

先
着
四
十
人

内
容

高
血
圧
を
予
防
す
る
食

事
や
運
動
に
つ
い
て
、
保
健
婦

（
士
）
・
栄
養
士
と
学
び
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
、
健

康
手
帳
（
あ
る
か
た
だ
け
）

申
し
込
み

８
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

そ
の
他

血
圧
を
計
測
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
高
齢
者
学
級

と
き

９
月
11
日
〜
10
月
30
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
八
回
）

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳
以

上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

内
容

講
義
「
睡
眠
と
健
康
」、

自
然
散
策
、
そ
ば
打
ち
な
ど

費
用

無
料
（
そ
ば
打
ち
の
費

用
は
実
費
）

申
し
込
み

８
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
増
尾
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
74
│

７
２
１
１

女
性
教
養
セ
ミ
ナ
ー

と
き

９
月
４
日
〜
10
月
16
日

の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

（
計
七
回
）

と
こ
ろ

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
女
性
、
先

着
四
十
人

内
容

講
義
「
女
性
の
自
立
を

め
ざ
し
て
」、
館
外
学
習
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費
は

実
費
）

申
し
込
み

８
月
21
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
直
接

1

新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
45
│

１
９
４
５

中
高
年
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
教
室

と
き

Ａ
コ
ー
ス
＝
９
月
11
日

（
火
）
〜
14
日
（
金
）、
Ｂ
コ
ー

ス
＝
９
月
18
日
（
火
）
〜
21
日

（
金
）、
Ｃ
コ
ー
ス
＝
９
月
25
日

（
火
）
〜
28
日
（
金
）、
Ｄ
コ
ー

ス
＝
10
月
２
日
（
火
）
〜
５
日

（
金
）、
Ｅ
コ
ー
ス
＝
10
月
９
日

（
火
）
〜
12
日
（
金
）、
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
各
コ
ー
ス
計
四
回
）

と
こ
ろ

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

（
柏
の
葉
五
丁
目
）

対
象

市
内
在
住
の
就
業
を
目

指
し
て
い
る
三
十
五
歳
以
上
で
、

全
回
出
席
で
き
る
か
た
、
各
コ
ー

ス
十
六
人

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
を
学

び
ま
す

費
用

五
千
円
程
度
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
、

「
中
高
年
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
希
望
」
と
明
記
し
、
希
望
コ
ー

ス
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
受
講
動
機
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８

５
０
５
　
柏
市
役
所
商
工
課
へ
、

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
人
一
コ
ー

ス
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

商
工
課
�
67
│
１
１
４
１

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー

ク
二
級
」
取
得
講
座

と
き

９
月
21
日
〜
12
月
４
日

の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時（
11
月
20
日
・
23
日
を
除
く
、

計
二
十
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

市
内
在
住
で
、
就
業
を

目
指
し
て
お
り
、全
回
出
席
の
上
、

資
格
試
験
を
受
験
で
き
る
か
た
、

二
十
人

内
容

厚
生
労
働
省
認
定
資
格

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
二
級
」

取
得
を
目
指
し
ま
す

費
用

一
万
六
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
、

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
二
級
取

得
講
座
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
受

講
動
機
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
商
工
課
へ
、
８
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

商
工
課
�
67
│
１
１
４
１

福
祉
用
具
講
習
会

と
き

８
月
31
日
（
金
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」（
市
役
所
隣
）

対
象

市
内
在
住
の
高
齢
者
・

障
害
者
と
そ
の
家
族
、
市
内
在
勤

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
、
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

業
者
な
ど
、
先
着
三
十
人

内
容

浴
室
・
ト
イ
レ
用
の
道

具
、
車
い
す
な
ど
の
選
び
方
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

８
月
15
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

高
齢
者
・
障
害
者
用

の
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
（
車
い
す

可
）。
８
月
22
日
（
水
）
ま
で
に

申
し
込
み
を

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
│
９
３
５
３

わ
れ
ら
壮
年
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー

と
き

９
月
４
日
（
火
）
〜
５

日
（
水
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

小
見
川
少
年
自
然
の

家
（
香
取
郡
小
見
川
町
）

対
象

三
十
〜
五
十
五
歳
ぐ
ら

い
の
か
た
、
二
十
人

内
容

カ
ヌ
ー
を
基
礎
か
ら
学

び
、
川
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を
体
験

し
ま
す

費
用

四
千
円
程
度

申
し
込
み

は
が
き
に
「
わ
れ

ら
壮
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
性
別
と
送
迎
バ
ス

（
県
民
プ
ラ
ザ
〜
小
見
川
少
年
自

然
の
家
）希
望
の
有
無
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
８
８
２
柏
の
葉
四

丁
目
三
│
一
　
さ
わ
や
か
ち
ば
県

民
プ
ラ
ザ
事
業
課
へ
、
８
月
24
日

（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

事
業
課
�
40
│
８
６
１
５

講
演
「
こ
ど
も
の
心
の

う
し
ろ
に
見
え
る
も

の
」

と
き

９
月
11
日
（
火
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
０
時
半

と
こ
ろ

市
民
文
化
会
館

定
員

千
六
百
人

内
容

筑
波
大
学
教
授
・
宮
本

信
也
氏
の
講
演

費
用

無
料

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
市
私
立
幼
稚
園
協
会
�
66

│
７
７
１
９

広報� 平成１３年（２００１年）８月１５日 第１１５１号 �

ユ
ネ
ス
コ
国
際
協
力
セ
ミ
ナ
ー

「
寺
子
屋
運
動
で
進
め
る
草
の
根

の
国
際
協
力
」

８
／
18
の
15
時

〜
16
時
半
、
中
公
。
無
料
。
石
井

�
67
│
８
２
９
６

「
金
子
み
す
ヾ
」
の
童
謡
と
バ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

８
／
25

の
16
時
〜
18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

二
千
五
百
円
（
高
校
生
以
下
二
千

円
）。
冨
田
�
67
│
１
７
３
９

英
会
話

９
〜
11
月
の
第
二
・

四
�
13
時
半
〜
15
時
、
さ
く
ら
柏

ビ
ル
。
一
カ
月
千
五
百
円
。
進
藤

�
48
│
０
３
９
６

重
陽
会
・
刻
字
と
書
作
品
展

８
／
25
〜
29
の
10
時
〜
20
時
（
25

日
は
正
午
か
ら
、
29
日
は
18
時
ま

で
）、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
無
料
。

松
原
�
44
│
６
０
８
１

詩
吟
と
唱
歌
を
楽
し
く

９
／

２
・
10
／
７
・
11
／
11
・
12
／
２

の
14
時
15
分
〜
16
時
半
、
寺
島
文

化
会
館
。
初
心
者
。
一
回
三
百
円
。

川
辺
�
69
│
３
１
１
３

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
「
と
う

か
つ
」

８
／
24
〜
26
の
９
時
〜

18
時
、
中
公
。
無
料
。
桜
井
�
43

│
６
０
９
０

ラ
イ
ブ
「
春
・
夏
・
秋
・
冬
〜

和
楽
器
の
今
」

９
／
１
の
14
時

半
〜
16
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
二

千
五
百
円
（
学
生
千
五
百
円
）。

吉
田
�
53
│
７
０
２
８

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
夕

９
／
８
の

17
時
〜
21
時
、
文
化
会
館
。
無
料

（
事
前
に
整
理
券
が
必
要
）。
石
川

�
46
│
３
９
３
９

柏
市
民
俳
句
大
会

９
／
１
の

13
時
〜
18
時
半
、
中
公
。
当
季
雑

詠
三
句
。
賞
品
あ
り
。
千
円
。
尾

崎
�
39
│
２
５
７
５

中
国
映
画
鑑
賞
会

８
／
26
の

13
時
10
分
〜
17
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

「
那
山
那
人
那
狗
」「
臥
虎
藏
龍
」。

五
百
円
。
成
�
34
│
２
３
６
６

柏
吟
詠
会
・
創
立
四
十
周
年
チ

ャ
リ
テ
ィ
吟
詠
大
会

９
／
２
の

９
時
〜
17
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
無

料
。
中
村
�
45
│
９
５
３
０

ひ
ま
わ
り
号

10
／
28
、
障
害

者
と
一
緒
に
団
体
専
用
列
車
で

「
房
総
の
む
ら
」
へ
。
大
人
三
千

五
百
円
ほ
か
。
９
／
14
ま
で
に
申

し
込
み
。
加
川
�
73
│
１
６
９
９

悠
悠
囲
碁

毎
�
９
時
、
布
施

近
セ
。
初
心
者
〜
五
級
ぐ
ら
い
。

2

千
円
、3

六
百
円
。
笠
井
�
32

│
０
３
５
９

豊
四
季
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

月

四
回
�
15
時
、
旭
町
近
セ
。
三
歳

以
上
。2

三
千
円
、3

三
千
五
百

円
。
仲
田
�
69
│
４
５
４
４

ス
ト
レ
ッ
チ
＆
バ
レ
エ
「
ス
テ

ラ
」

毎
�
15
時
、
酒
井
根
近
セ
。

3

三
千
五
百
円
。
小
林
�
73
│
０

４
８
２

小
・
中
学
生
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

「
ビ
ー
ト
・
キ
ッ
ズ
」

毎
�
17

時
10
分
、
南
部
近
セ
体
育
館
。2

五
百
円
、3

二
千
円
。
阿
部
�
39

│
７
４
８
３
（
18
時
以
降
）

女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
彗
星
ク

ラ
ブ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
逆

井
運
動
広
場
。
初
心
者
・
子
ど
も

連
れ
可
。3

千
円
。
鈴
木
�
75
│

４
６
７
３

高
田
自
彊
術
同
好
会

毎
�
13

時
半
、
高
田
近
セ
。4

三
千
円
、

3

二
千
五
百
円
。
宮
内
�
31
│
９

１
６
０

オ
ー
ロ
ラ
・
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

月
四
回
�
18
時
、
新
富
近
セ
。
カ

ッ
プ
ル
レ
ッ
ス
ン
の
希
望
者
。2

千
円
、3

三
千
円
。
吉
岡
�
53
│

２
７
５
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
ゆ
う
い
ん
ぐ
」

毎
�
13
時
、
日
立
製
作
所
柏
体
育

館
。
初
心
者
歓
迎
。3

三
千
円
。

小
渕
�
74
│
１
６
７
５
（
18
時
以

降
）「

海
」
光
ケ
丘
句
会

第
四
�

15
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初
心
者
歓

迎
。3

千
円
。
矢
部
�
74
│
０
９

７
８

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

講
座
･
講
演
�

納期限は 

8月31日� 
市・県民税第2期 

収納課 �67─1122問�

国民健康保険料第3期 
保険課 �67─1129問�

介護保険料第3期 
介護保険課 �67─1134問�

※口座振替のかたは、預貯金残高に
ご注意ください�
※新たに口座振替・自動払い込みを
利用する場合、引き落とし開始ま
でに2カ月程度かかります。お申
し込みは金融機関へお早めに�



児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
を
忘
れ
ず
に

母
子
家
庭
な
ど
で
「
児
童
扶
養

手
当
」を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
、

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
９

月
10
日
（
月
）
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
児
童
育
成
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
８
月
分
か

ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

な
お
、
該
当
者
に
は
既
に
通
知

し
て
あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
児
童
育
成
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昭
和
60
年
８
月
１
日
以

降
、
離
婚
等
に
よ
り
「
児
童
扶
養

手
当
」
の
受
給
資
格
が
生
じ
て
い

る
の
に
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な

い
か
た
は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
離
婚
等
の
事
由
が
生
じ
た

時
点
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
と
、

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
申
請
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

1

児
童
育
成
課
�
67
│
１
５
９

５
明
る
い
選
挙
の
啓
発
標

語
を
募
集

応
募
資
格

市
内
在
住
の
か
た

※
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
学
校

単
位
で
応
募
を

応
募
方
法

は
が
き
に
、
二
十

字
以
内
の
標
語
（
二
点
ま
で
）、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

へ
、
９
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
郵

送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

67
│
１
０
９
２

図
書
館
利
用
者
懇
談
会

と
き

９
月
８
日
（
土
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
か
た
（
主

に
南
部
分
館
・
増
尾
分
館
・
藤
心

分
館
の
利
用
者
）、
先
着
三
十
人
　

内
容

分
館
の
運
営
等
に
関
す

る
意
見
交
換

申
し
込
み

８
月
16
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
図
書
館
本
館
か

南
部
・
増
尾
・
藤
心
の
各
分
館
へ

電
話
か
直
接

1

図
書
館
本
館
�
64
│
５
３
４

６
・
南
部
分
館
�
72
│
９
１
９
４

・
増
尾
分
館
�
72
│
９
１
９
３
・

藤
心
分
館
�
75
│
４
９
４
６

特
別
土
地
保
有
税
の
申

告
と
納
付

市
内
で
、
平
成
12
年
７
月
１
日

〜
平
成
13
年
６
月
30
日
に
合
計
で

五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地

を
取
得
し
た
か
た
は
、
８
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
、
資
産
税
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
二
階
）
で
特
別
土

地
保
有
税
の
申
告
・
納
付
を
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
恒
久
的
な
建
物
等
の
敷

地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
か
そ
の

予
定
が
あ
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
や

徴
収
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
と
併
せ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
以
前
土
地
を
取
得
し
た

か
た
で
、
ま
だ
申
告
し
て
い
な
い

場
合
も
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

1

資
産
税
課
�
67
│
１
１
２
５

建
築
組
合
連
合
会
柏
支

部
柏
工
会
の
包
丁
研
ぎ

と
き

８
月
19
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ

マ
ル
エ
ツ
北
柏
店

（
松
葉
町
四
丁
目
）

※
売
り
上
げ
は
社
会
福
祉
事
業

に
寄
付
さ
れ
ま
す

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
63

│
９
０
０
１

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
に
関
す

る
届
け
出
に
つ
い
て

「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄

物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
、

対
象
と
な
る
事
業
者
の
か
た
は
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

対
象

事
業
活
動
に
伴
っ
て
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
（
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
）
を
保
管
す
る
事
業

者
、
同
廃
棄
物
を
処
分
す
る
事
業

者
提
出
期
限

８
月
31
日
（
金
）

※
来
年
度
以
降
は
６
月
30
日

届
出
書
の
配
布

千
葉
県
産
業

廃
棄
物
課
（
千
葉
市
）
・
千
葉
県

東
葛
飾
支
庁
（
松
戸
市
）
等
で
配

布
。
電
子
情
報
で
の
受
け
取
り
も

可
（
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
済
み
フ
ロ
ッ

ピ
ー
を
持
参
）

1

千
葉
県
産
業
廃
棄
物
課
�
０

４
３
│
２
２
３
│
２
６
５
６
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夏
休
み
お
は
な
し
会

と
き

８
月
23
日
（
木
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
10
分
・
午
後
３
時

半
〜
４
時
10
分

と
こ
ろ

図
書
館
本
館

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
各
回

先
着
四
十
人

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
な
ど

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

図
書
館
本
館
�
64
│
５
３
４

６
南
部
ち
び
っ
こ
人
形
劇

�と
き

８
月
29
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

幼
児
〜
小
学
校
低
学

年
、
先
着
百
人
（
保
護
者
同
伴
可
）

内
容

人
形
劇
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
73
│

１
０
０
０

成
田
空
港
・
管
制
塔
見

学
と
航
空
管
制
体
験

と
き

９
月
22
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
40
分

と
こ
ろ

成
田
空
港

対
象

▽
空
港
・
管
制
塔
見
学

＝
小
学
生
以
上
、
五
十
人
▽
航
空

管
制
体
験
＝
高
校
生
、
十
五
人

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
空
港
・
管
制
塔
見
学
会
希
望
」

か
「
航
空
管
制
体
験
希
望
」
と
明

記
し
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
学
校

名
・
学
年
か
職
業
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
８
２
│
８

６
０
２
　
新
東
京
空
港
事
務
所
総

務
課
へ
、
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
一

枚
の
は
が
き
で
、
空
港
・
管
制
塔

見
学
は
四
人
ま
で
、
航
空
管
制
体

験
は
二
人
ま
で
申
し
込
み
可

1

新
東
京
空
港
事
務
所
総
務
課

�
０
４
７
６
│
32
│
０
９
０
９

時
間
外
保
育
士

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
か
た
（
子
育
て
経
験
・
専
門
知

識
の
あ
る
か
た
を
優
遇
）

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

桜
台

保
育
園
＝
一
人
、
東
中
新
宿
保
育

園
＝
二
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時
半
〜

７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時

半
・
正
午
〜
午
後
７
時
（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書
の
写

し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を
持
っ
て
、

８
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
、
希
望

す
る
保
育
園
へ
直
接

1

桜
台
保
育
園
�
67
│
５
９
２

４
・
東
中
新
宿
保
育
園
�
73
│
９

０
８
７

代
替
給
食
調
理
員

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
か
た
、
一
人

勤
務
場
所

西
原
保
育
園

勤
務
時
間

園
の
都
合
に
よ
る

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
鑑
を
持
っ
て
、
８
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
、
西
原
保
育
園

へ
直
接

1

西
原
保
育
園
�
54
│
７
９
６

４
柏
市
医
療
公
社
の
非
常

勤
事
務
職
員

募
集
人
数

一
人

勤
務
場
所

市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
「
は
み
ん
ぐ
」

勤
務
時
間

相
談
に
よ
る

賃
金
（
時
給
）

七
百
八
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布

施
一
│
三
　
市
立
介
護
老
人
保
健

施
設
「
は
み
ん
ぐ
」
へ
、
８
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
す
る
（
必

着
）
か
持
参
を

選
考
方
法

書
類
審
査
・
面
接

1

市
立
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
み
ん
ぐ
」
�
34
│
０
６
６
０

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
管
理

人対
象

市
内
在
住
で
、
昭
和
15

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か

た
勤
務
場
所

お
住
ま
い
に
近
い

近
隣
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間

一
カ
月
十
一
日
程

度
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
）

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
９
時
15
分

（
四
時
間
半
程
度
の
三
交
代
制
）

※
近
隣
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す

勤
務
内
容

施
設
の
利
用
申
し

込
み
の
受
け
付
け
（
パ
ソ
コ
ン
操

作
・
収
納
事
務
）
と
施
設
管
理

賃
金
（
時
給
）
七
百
八
十
円

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
持
っ
て
、
柏
市
都
市
振
興

公
社
（
市
役
所
隣
）
へ
、
８
月
20

日
（
月
）
ま
で
に
本
人
が
直
接

そ
の
他

選
考
の
う
え
登
録

し
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
し
ま
す

1

柏
市
都
市
振
興
公
社
�
64
│

４
１
４
１

求
 
人

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座

と
き

９
月
17
日
（
月
）
〜
19

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
計
三
回
）

と
こ
ろ

千
葉
県
西
部
防
災
セ

ン
タ
ー
（
松
戸
市
）
・
松
戸
市
消

防
局対

象

県
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
四
十
人
※
未
成
年
者
は

保
護
者
の
承
諾
が
必
要

内
容

災
害
時
の
基
本
的
な
知

識
と
救
助
の
技
能
を
学
び
ま
す

費
用

一
般
＝
九
千
九
百
円
・

学
生
＝
三
千
三
百
円
（
教
材
費
・

保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み

災
害
救
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
へ
電
話
で
。

後
日
、
申
込
書
を
送
付
し
ま
す

そ
の
他

修
了
後
、
成
果
が
確

認
さ
れ
た
か
た
に
は
、
セ
ー
フ
テ

ィ
リ
ー
ダ
ー
認
定
証
と
松
戸
市
消

防
局
の
上
級
救
命
技
能
認
定
証
を

交
付
し
ま
す
（
認
定
後
は
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
に

登
録
し
て
活
動
で
き
ま
す
）

1

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
委
員
会
�
０
３
│
３
５
８
４
│

４
０
８
５

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
合
併

を
考
え
る
」

と
き

８
月
25
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

沼
南
町
中
央
公
民
館

定
員

先
着
三
百
人

内
容

千
葉
経
済
大
学
教
授
・

柴
田
啓
次
氏
の
講
演
「
今
、
な
ぜ

合
併
な
の
か
」
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

費
用

無
料

申
し
込
み

８
月
15
日
（
水
）

正
午
か
ら
、
柏
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
電

話
か
フ
ァ
ク
ス（
32
│
２
０
４
７
）

で1

柏
フ
ォ
ー
ラ
ム
�
33
│
１
１

０
０

お
知
ら
せ
�

ち
ぎ
り
絵
の
会

第
三
�
９
時

半
、
西
原
近
セ
。2

千
円
、3

八

百
円
。
堀
田
�
54
│
８
４
２
１

バ
レ
エ
「
プ
リ
エ
」

毎
�
18

時
15
分
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
小
・
中

学
生
。2

五
千
円
、3

五
千
円
。

不
破
�
62
│
２
５
７
７

書
道
「
す
み
れ
会
」

第
二
・

四
�
10
時
、
南
部
近
セ
体
育
館
。

初
心
者
・
男
性
歓
迎
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
横
田
�
72
│
６
０
０

２
混
声
合
唱
「
銀
の
わ
」

月
二

回
�
13
時
半
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
。2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。

北
村
�
73
│
２
５
３
３

柏
文
化
財
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

月
二

回
（
曜
日
不
定
）、
中
公
。
六
十

歳
以
上
。
歴
史
・
文
化
の
学
習
会

と
バ
ス
旅
行
。2

千
円
、3

千
円
。

黒
沢
�
33
│
２
５
２
４

カ
ラ
オ
ケ
「
友
歌
」

第
二
・

四
�
15
時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。2

千
円
、3

千
円
。
越
智

�
73
│
５
４
８
５

社
交
ダ
ン
ス
「
土
曜
会
」

毎

�
13
時
、
中
公
。2

千
円
、3

五

百
円
。
高
橋
�
32
│
５
６
１
５

桐
花
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

毎
�

15
時
半
、
松
葉
近
セ
。
幼
児
〜
中

学
生
。2

四
千
円
、3

三
千
五
百

円
。
仙
石
�
34
│
２
２
４
３

話
し
方
「
ま
ゆ
の
会
」

第
三

�
13
時
半
、
寺
島
文
化
会
館
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
岡
山
�
49

│
６
３
５
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
オ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ブ
」

毎
�
11
時
、
豊
四
季
台

近
セ
体
育
館
。
多
少
経
験
の
あ
る

か
た
。
一
回
三
百
円
。
市
川
�
48

│
６
６
６
１

大
人
の
ピ
ア
ノ

第
一
・
三
�

９
時
半
、
中
公
。
初
心
者
歓
迎
。

2

五
百
円
、3

三
千
円
。
翁
�
31

│
１
０
５
９

女
声
合
唱
団
「
華
コ
ー
ラ
ス
」

月
三
回
�
９
時
半
、
南
部
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千

円
。
山
川
�
74
│
３
４
１
０

大
正
琴
「
み
ど
り
会
」

第

二
・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
山
口
�
67

│
８
５
８
９

柏
市
空
手
道
連
盟
公
認
教
場

毎
�
18
時
＝
親
子
（
三
歳
〜
中
学

生
）、
19
時
半
＝
高
校
生
以
上
、

市
民
体
育
館
。2

三
千
円
、3

三

千
円
。
岩
井
�
45
│
０
５
８
６

千
代
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月

三
回
�
17
時
か
19
時
、
千
代
田
近

セ
。
新
旧
歌
謡
。
講
師
指
導
あ
り
。

2

千
円
、3

三
千
円
。
中
沢
�
67

│
１
９
８
１

ひ
ま
わ
り
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

毎
�

10
時
、
銚
子
商
工
信
用
組
合
。2

千
円
、3

二
千
円
。
坂
巻
�
64
│

８
５
６
１

社
交
ダ
ン
ス
「
ウ
イ
ス
テ
リ
ア

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
」

月
四
回
�

10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。2

千
円
、

3

男
性
二
千
円
・
女
性
三
千
円
。

内
藤
�
63
│
２
２
５
０

社
交
ダ
ン
ス
「
あ
み
ゅ
ぜ
」

月
三
回
�
18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
秋
山

�
63
│
０
７
８
７

社
交
ダ
ン
ス
「
柏
ル
ン
バ
会
」

月
四
回
�
初
級
15
時
、中
級
16
時
、

布
施
近
セ
。2

二
千
円
、3

初
級

千
五
百
円
・
中
級
二
千
五
百
円
。

染
谷
�
40
│
０
０
８
０

高
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

月
三

回
�
13
時
、
高
田
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
新
旧
歌
謡
・
唱
歌
。
講
師

指
導
あ
り
。2

千
円
、3

三
千
円
。

堀
江
�
43
│
３
６
３
７

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
柏
２
団

月

二
回
�
10
時
、
柏
ふ
る
さ
と
公
園

ほ
か
。
幼
稚
園
年
長
児
以
上
。3

二
千
円
。
北
村
�
33
│
５
０
５
８

つ
く
し
ん
ぼ
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

月
三
回
�
15
時
、
つ
く
し
が
丘
青

年
会
館
。
新
旧
歌
謡
。
講
師
指
導

あ
り
。
見
学
可
。2

千
円
、3

三

千
円
。
沼
崎
�
74
│
５
０
８
７

気
功
ク
ラ
ブ

毎
�
正
午
か
15

時
、
高
田
近
セ
。2

千
円
、3

三

千
円
。
高
坂
�
43
│
１
４
７
３

水
彩
・
油
絵
「
彩
画
会
」

第

二
・
四
�
13
時
、
中
公
。
初
心
者

歓
迎
。
講
師
指
導
あ
り
。2

二
千

円
、3

千
五
百
円
。
内
田
�
45
│

７
５
６
６

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
ご
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

こ
ど
も
の
広
場
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今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本
学
生

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会
と
全
日
本

ジ
ュ
ニ
ア
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
大
会

で
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
を
納
め
、
９
月
に

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
開
か
れ
る
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
。
バ
ー
ベ
ル

の
挙
げ
方
で
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
、
デ
ッ
ト
リ
フ
ト
の
三
種
目
か
ら

な
る
。
三
十
代
が
ピ
ー
ク
と
い
う
こ
の

競
技
で
は
、
二
十
三
歳
ま
で
が
�ジ
ュ

ニ
ア
�
。
競
技
は
体
重
別
で
行
わ
れ
、

牧
井
さ
ん
は
六
十
キ
ロ
級
で
出
場
す

る
。
６
月
の
二
大
会
で
は
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
で
、
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
記
録
の
樹
立
と

更
新
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

中
学
・
高
校
と
柔
道
部
。
大
学
で
も

柔
道
部
に
入
部
し
た
が
、故
障
に
悩
み
、

筋
肉
を
付
け
る
こ
と
で
カ
バ
ー
し
よ
う

と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
。
記

録
が
伸
び
て
い
く
に
つ
れ
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
面
白
く
な
り
、
二
年
生
で
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
部
に
入
部
。
秋
に

は
初
め
て
参
加
し
た
関
東
大
会
で
二
位

に
輝
い
た
。「
う
れ
し
か
っ
た
。
初
め

て
自
分
の
す
べ
て
を
か
け
ら
れ
る
も
の

に
出
会
っ
た
気
が
し
た
」と
牧
井
さ
ん
。

大
切
な
の
は
集
中
力
と
気
合
い
。
ど

ち
ら
が
欠
け
て
も
い
い
成
績
に
は
結
び

つ
か
な
い
。
大
き
な
声
を
出
す
の
が
効

果
的
と
い
う
。
�シ
ャ
ウ
ト
�
と
い
う

こ
の
方
法
で
、
練
習
で
も
、
重
い
重
量

を
挙
げ
る
と
き
は
文
字
通
り
�シ
ャ
ウ

ト
�
す
る
。「
先
輩
に
も
ぎ
ゃ
ー
ぎ
ゃ

ー
う
る
さ
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
知
ら
な
い
人
が
見
た
ら
、
変

な
人
と
思
う
で
し
ょ
う
ね
」と
照
れ
る
。

練
習
を
怠
る
と
途
端
に
記
録
に
反
映

さ
れ
て
し
ま
う
。「
普
段
の
生
活
で
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
負
荷
が
か
か

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
記
録
を
落

と
さ
な
い
た
め
に
は
、
毎
日
の
練
習
し

か
な
い
ん
で
す
」。
部
活
に
打
ち
込
む

た
め
に
、
卒
業
に
必
要
な
単
位
も
三
年

生
で
そ
ろ
え
た
。
照
れ
た
笑
顔
の
向
こ

う
に
は
、
強
い
意
志
が
宿
っ
て
い
る
。

牧
井
さ
ん
い
わ
く
「
ば
か
み
た
い
に

仲
が
い
い
」
と
い
う
二
人
の
弟
も
、
兄

の
影
響
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
柔
道
を
始
め
た
。
国
際
舞

台
で
戦
う
�す
ご
い
�
兄
貴
は
、
得
意

の
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
世
界
の
壁
を
破
る

べ
く
、
今
日
も
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

今
谷
上
町
在
住
。
埼
玉
大
学
四
年
生

の
二
十
一
歳
。
祖
父
母
、
両
親
と
弟
二

人
の
七
人
家
族
。

パワーリフティング世界大会へ出場
まき い　　　 ふみ のぶ
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すべてをかけられるものに出会った
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牧井　文伸さん

�

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

透明なガラスの裏面から絵を描いて表に返
して見るガラス絵。軽妙な筆運びと鮮やかな
色使いで描かれた素朴な木製の人形です。

ガラス絵「ペルー人形」

開館5周年記念特別展開催中

「芹沢7介の作品と身辺の品々Ⅱ」
※休館日は毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は、そ　
の翌日）

ヒ
ュ
ー
、
ド
ド
ー
ン
。
真
夏
日
が
続
く
中
、
珍
し
く
涼

し
い
風
が
吹
い
た
８
月
４
日
、
沼
の
浄
化
を
願
っ
た
手
賀

沼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
、
今
年
も
六
十
万
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

浴
衣
姿
や
甚
平
な
ど
、
夏
の
装
い
の
親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ

ル
も
ち
ら
ほ
ら
。午
後
７
時
か
ら
始
ま
っ
た
花
火
大
会
は
、

ウ
ル
ト
ラ
ジ
ャ
ン
ボ
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

の
こ
ろ
に
佳
境
を
迎
え
、
花
火
と
同
時
に
、
ひ
と
き
わ
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

昔の人のお墓をのぞいてみよう──。7
月27日～29日の3日間、アミュゼ柏で千
葉県北西部地区文化財発表会が行われま
した。この催しは11市2町の文化財調査
の担当者が、日頃の成果を知ってもらお
うと、昨年から始まったもの。今回はテ
ーマは�お墓�。八千代市で発掘された
西暦600年前後の人骨を前に「男か女か
どうして分かるんですか」「骨盤の形で
分かるんですよ」なんてやりとりも。

「自然の中って最高」。7月20日～22日、
柏市のふるさと交流都市の福島県只見町
で、市内の小・中学生24人がサマーキャ
ンプを行いました。初めて見るホタルや
夜空に輝く星の多さにかなり感動した様
子。中には「帰るのが惜しいよ～」と嘆
く子も。

ものを作る面白さを知ってほしい──。
8月2日～4日、芝浦工業大学柏中学高等学
校で、小学生ロボットセミナーが開かれ
ました。大学生の指導で歩くロボット作
りに挑戦したのは、小学生を中心とした
33人。最終日に行われたバトル大会では、
自慢の手作りロボットを操作しながら、
「そこだ、倒せ�」と少し興奮気味？

思い出たくさんできたかな
只見町でサマーキャンプ

先
祖
の
お
墓
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
で
文
化
財
発
表
会

僕のロボット強いでしょ
芝浦工大柏中でロボットセミナー

6月の大会で。得意のベンチプレ

スで日本ジュニア記録を樹立した

平成１３年（２００１年）８月１５日

街�の�街�の�


